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環 境 技 術 委 員 会 の お 知 らせ （齢57回 ）

平成31年4月18日 （木 ）午後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第2会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◆ 国会議 事堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線） ①番 出 口よ り2分 、永 田町

駅 （有 楽町線 ・半蔵 門線 ）①番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員 会館 玄関にて、通行 証 を差 し上 げ ます。 そ の時刻 前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が 、受 付脇 の ロ ビー にて お待 ち下 さい。会

議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 暁2会 議 室 に行 きたい」 旨お伝

え下 され ば、お迎 えに参 ります。

議 題1、 「環境 問題 につ いて、 昨今 、想 うこと」

挨拶 坂本 忠彦環 境技 術委 員長

2、COP24と 温 暖化 対策 の展 望

解 説 高村 ゆか り東京大学サスティナビリティ学連携 研究機 構教授

3、 『環境技 術関連 ニュースNO．178』

解 説 中島稔科 学技術 部会長

報 告 去 る3月20日 開催 の第356回 環境 技術委員 会 は、坂本 忠彦委 員

長 が議長 を務 め行 われ ま した。 まず 、坂 本委 員長 よ り、 「環境 問題 に

つ いて、 昨今 、想 うこ と」 と題 して開会挨拶 が あ りま した。 今 日か明

H、 桜 の開花宣言 が出 され そ うだ。近年 は温 暖化 と ヒー トアイ ラン ド

の影響 か らか、南 か ら順 にではな く、東京 が最 も早 く咲 くよ うになっ

てきた。 そ の標準木 が靖 国神 社 内 の ソメイ ヨシノで ある。 ソメイ ヨシ

ノは枝分 かれで増や した木 なので、DNAは 同 じで 、個 体差 が少 な く、

標 準木 にふ さわ しい。 日本 人 に馴染 み深 い桜 だが 、今 の よ うに沢 山植

え られ るよ うになったの は江戸 時代 の こ とで、河 川 の堤防 の補 強 のた

めに植 え られ た ものだ。 日本 人 は花 を愛す るが、欧米 で は実 （例 えばアメ リカ

ンチ ェ リー） を大 き くす るこ とに主 眼が置かれ てい る。

次 に、清原 淳平 専務 理事 よ り、杉本裕東 京理科 大学 工学部 教授 の経歴紹介 が

あ りま した。次 に、杉本教授 よ り、rCO2か ら合 成樹 脂技術 」 につ いて解説 が あ

りま した。CO2の 生成 に は、 中蘭物 質 を経 由す る よ り、直接 生成 でき る脂肪族

ポ リカ ー ボネ ー トが最 も適 してい る。触媒 に酸化 セ リウム を使 用 し、CO2に 水

和反 応 を起 こす こ とに よ り、カー ボネー トが直接 合成 され るこ とを突 き止 めた。

この分野 で は、 中国が先行 して い るが、品質 は悪 い。 た だ、 日本 で製 品化 しよ

うと して も、 コス ト意識 が頭 にあ るた め、 中々難 しい。 まず は、副生成物 が 出

ない方 法 を見 出 したい。 耐熱性 がない こ とを逆手 に とって、生分解性 プラスチ

ックを開発す るこ とも検討 してい る。

次 に、 中島稔 科学技術部 会長 よ り、『環境技 術 関連 ニ ュー スN・ ．ユ77』の解説

があ りま した。今 回 は、○地球温 暖化 の影響 は、乱 気流 の増加 も もた らす、 と

い う研 究結 果。 ○経産省 、国 内製造 業 に技術 情報 の管理強 化 を求 め る。海 外 か

らのサイバ ー攻撃 に よって、地方 の 中小企業 の技術 情報 が狙 われ てい る。 適切

に情報 管理 を行 う企 業 には認証 を与 える方針。OG20の 科 学 アカデ ミーに よる

会議 が、気候 変動や海洋 プ ラスチ ック問題 につ いて 国際的 協力 を進 める共 同声

明 を発 表。 ○経産省 でCO2の 再 利用 を 目指す官 民協議 会 が始 動 、co2を 回収 し

て化 学製 品につ く り変 える技術 な どを推進す る。OCO2か ら医薬原 料 を作 る技

術。光 で有機化合 物 と反応 。発 電所排 出ガス を有 効利 用す る。OJOGMECが 、10

年運 用 して きた三次元探査船 「資源 」 の後継 船 を、4月 下旬 か ら導入 開始。1

30億 円で購 入 した。○ な どの解説 が あ り、一 同大い に勉 強 にな りま した。

★ レクチュアにつき、当 日会費千円にご協力 をお願 い申し上げます。

次回、4月18日 （木）の環境技術委員会 に

御芳名

出 一 欠 （いずれかに○印）

貴方様のFAX

テロ対 策へ の警 備 か らの要 請 上 、会 員 に限 ります。

非会員で参加 希望者 は 、2日 前 までに履 歴書をご提 出下さい。

（その際の当 日会費は二千円とな ります。）

事 務 局 宛FAXO3－3507－8587

公 益 財 団 法 人 協 和 協 会03－3581－1192時 代 を 刷 新 す る 会03－3272－4320
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